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北九州総合病院
ー城野ゼロ・カーボン先進街区での取り組みー
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北九州総合病院の建築概要

北九州総合病院 建築概要

■ 建 築 主 ： 社会医療法人 北九州病院
■ 建 設 地 ： 北九州市小倉北区

東城野町1番1号
■ 延床面積 ： 35,718.16㎡
■ 階 数 ： 地上8階 塔屋1階
■ 構 造 ： 免震構造、RC造
■ 工 期 ： H26年4月～H28年3月（24ヶ月）
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城野ゼロ・カーボン先進街区について

北九州総合病院建設プロジェクトは、少子高齢化による医療環境の変化、耐震基
準への対応のため、既存病院を「北九州市環境未来都市計画」で定めた「城野ゼ
ロ･カーボン先進街区」に移転新築する事業であった。

本プロジェクトは、ゼロカーボン先進街区
における災害拠点病院として、またスマー
トコミュニティ実現のためのコア施設として
、以下の２点を骨子としている。

①非常時のエネルギー自立にも対応した
取り組み

②エネルギー融通やエリアエネルギー
マネジメントへの参画、取り組み

北九州市・UR都市機構と一体となって発

信することで、本病院計画が、城野地区の
多世代交流・ゼロカーボン推進の核となる
ことを意図した計画であった。
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非常時の自立を支える地産地消の省エネシステムへの取り組み

BEMSを導入し，各技術の省ＣＯ２効果を検証し、さらなる省ＣＯ２計画の立案

－ 新病院から市全域へ ､そして日本国内、アジア諸国へと幅広い波及効果を目指して －
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街区・建物間のエネルギー融通の取組み

－ 環境未来都市としての取組み位置づけ －

▼ 隣地からの排熱融通イメージ 電力と熱の相互融通ネットワーク▲

・ 街区・建物間のエネルギー融通

・ 取り組みを実現する運用方法

・ 地冷や電力共同購入を超えた先導性
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非常時の自立を支える
省エネシステムの取組み

① 自立型熱源のコンセプト

コージェネ（発電、熱回収）、

太陽熱利用、系統電力の組合わせ

及び各機器容量、バランスについて

コージェネを中心とした自立型熱源

コージェネ容量設定と排熱投入ガス熱源と高
効率空冷チラーによる熱源システム

・冷房熱源 ：１５０[W/㎡]×３４，０００[㎡]＝５，１００，０００[W] ≒１４００ＲＴ 

系統区分 内訳 ㎡負荷 容量 

中央熱源空調機(外調機、OP･ICU 等ｸﾘｰﾝ空調機､厨房空調機等) 93W/㎡ 900RT 

病棟・病室空調 (ｴｱｺﾝ) 30W/㎡ 250RT 

低層部・診察、検査などの室内空調 (ｴｱｺﾝ) 30W/㎡ 250RT 

・暖房熱源：９３[W/㎡]×３４，０００[㎡]＝３，１６０，０００[kcal/h]＝３，２００ｋＷ 

系統区分 内訳 ㎡負荷 容量 

中央熱源空調機(外調機、OP･ICU 等ｸﾘｰﾝ空調機､厨房空調機等) 60W/㎡ 2100kW 

病棟・病室空調 (ｴｱｺﾝ) 16W/㎡ 550kW 

低層部・診察、検査などの室内空調 (ｴｱｺﾝ) 16W/㎡ 550kW 

 
熱源容量
排熱投入型ガス冷温水機 300 ＲＴ× 2 台＝ 600 ＲＴ
高効率空冷モジュールチラー 300 ＲＴ× 1 セット＝ 300 ＲＴ

合計 900 ＲＴ

■コージェネ容量

年間最大需要電力の３０～４０％でコージェネレーション発電量を設定する。

空衛学会等データベースによるコージェネレーション計画原単位データより、

病院のピーク電力は、延べ面積当たり、５５Ｗ／㎡であるので、

34,000 ㎡× 55 W/㎡= 1,800 KW

デマンドの４０％は、 1,800 × 40% ＝ 720 ＫＷ

バックアップ機種を考慮して複数台分割設置とすることから、2台分割を想定する。

ガスエンジン機器で高効率機種の容量ラインナップより、単機容量　400KW　とする。

発電容量　400KW　ガスエンジンコージェネ 発電効率 40 ％

排熱量 330 kW
×2台
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非常時の自立を支える地産地消の省エネシステムへの取り組み

②平常時及び非常時の、系統電力、コージェネ、非常用発電機による電力利用計画

コージェネを中心とした自立型熱源 非常時のエネルギー確保フロー図

■常用発電と非常用発電による電力利用計画

病院のピーク電力は、延べ面積当たり、５５Ｗ／㎡であるので、

34,000 ㎡× 55 W/㎡= 1,800 kW

コージェネはデマンドの40%として 1,800 × 40% ＝ 720 kW

　　　　※バックアップ考慮し、2台分割。　高効率機種として単機容量を400kWとする。

非常用発電機は、災害時拠点病院の要件を満たすために、平時デマンドの60%以上とする。

34,000 ㎡× 55 W/㎡× 60% 　≒ 1200 kW
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竣工後の運用実績（平成29年度）
■ 月別電力消費傾向 ■ 年間一次エネルギー消費量

■月別一次エネルギー消費量 ■ 年間CO2排出量

※1次エネルギー基準値は省エネルギーセンター実態調査より

4,050MJ/m2・年

2,866MJ/m2・年

214kg-CO2/m2・年

151kg-CO2/m2・年

29.2%減

29.3%減
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施設紹介(多床室的個室・フレキシブル病棟)

総合案内 外来ロビー・ブロック受付

ナースステーション 病棟1床室
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周辺街区の紹介『城野駅北プロジェクト コンセプトブック』より
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ご清聴ありがとうございました



長泉町中土狩
スマートタウンプロジェクト

東レ建設株式会社

静岡ガス株式会社

国土交通省 平成26年度第1回
住宅・建築物省ＣＯ２先導事業 採択プロジェクト

2018年9月21日
第22回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介
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●計画の概要：シャリエ⻑泉グランマークス

長泉沼津IC

シャリエ長泉グランマークス

■地域の概要
所在地：静岡県駿東郡⻑泉町
最寄駅：JR東海道本線「三島駅」, JR御殿場線「⻑泉なめり駅」

■建築概要
住⼾数：190⼾（EAST棟：95⼾, WEST棟：95⼾）
構造 ：鉄筋コンクリート造 地上12階 延べ床⾯積22,049.07㎡(全体）
竣⼯ ：EAST棟 2017年3⽉

WEST棟 2018年3⽉
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■東レ建設は環境スローガン「⼈と調和する豊かな環境を築きます」を掲げ、
1972年から、関⻄・関東・東海を中⼼に不動産事業では集合住宅を供給。

■当プロジェクトでは静岡県が抱える災害への対応も含めて、「安全・安⼼・
環境」をコンセプトに様々なパッシブデザインと先進的なエコ技術で付加
価値の⾼い複合的な集合住宅を静岡ガス㈱の協⼒を得てチャレンジした。

Ⅰ.様々なパッシブデザイン

Ⅱ.最新のアクティブ技術の開発
「エネファームによる電⼒の融通」

Ⅲ.エコ意識の醸成：HEMSの活⽤

Ⅳ.防災・災害の対応、コミュニティ
の形成

●計画の背景：シャリエ⻑泉グランマークス
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Ⅰ.パッシブデザイン

■⾵をデザインした配棟計画：卓越⾵の取り込み
■⾵のとおる住⼾：通⾵換気機能付き⽞関扉
■グリーンカーテン対応
■各種の省エネアイテム

複層ガラス、節⽔トイレ、保温浴槽、省エネ照明、

電気⾃動⾞ｺﾝｾﾝﾄ対応 等

ポケットパーク

プロムナード
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Ⅱ.アクティブ技術：エネファームによる電⼒融通システム

■エネファームによる電⼒融通システム：T－グリッドシステム
「T-グリッドシステム」とは東レ建設の協⼒の元、静岡ガス㈱が開発したエネファーム
による電⼒の融通システム。シャリエ⻑泉グランマークスにて⽇本で初めて導⼊。

「T-グリッドシステム」は静岡ガス㈱にて商標登録済み
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■システムの概要
・⾼圧⼀括受電にて配電網を⾃家⽤電気⼯作物とし系統から切り離す。
・専有部全体の受電電⼒から演算、全ての住⼾に同⼀の融通指令を発信。
・制御はLAN配線を利⽤。

融通指令
を送信

専有部
受電電力
を送信

Ⅱ.アクティブ技術： エネファームによる電⼒融通システム

■開発コンセプト
・地産地消型：⾃らの需要は各住⼾のエネファームで発電し、余⼒があれば融通する。
・低価格で汎⽤性のあるシステム。
・公平である事：損をする⼈はいない事。



■T－グリッドシステムの導⼊効果（マンション専有部実績）：静岡ガス㈱より

2017年度EAST棟の⽉別の導⼊効果と電⼒需要
（ ）内は当初ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 年平均

電⼒⾃給率 （60％） 53% 56% 62% 42% 37% 47% 62% 70% 66% 58% 62% 71% 57%

1次ｴﾈﾙｷﾞｰ削減率 （25％） 26% 28% 29% 22% 20% 24% 29% 30% 27% 24% 26% 32% 26%

CO2削減率 （30％） 32% 35% 37% 27% 24% 29% 37% 38% 34% 30% 32% 41% 33%

Ⅱ.アクティブ技術： エネファームによる電⼒融通システム

8  7  6 

14 
16 

11 
7  6 

9 
13 

11 
7 

5.0 5.1 4.6

6.4
6.1

7.1
9.2

9.6

10.3

11.0
10.8

10.0
4  3.4  5.3 

3.7
3.3

2.5 3.1 4.5

6.9

7.2
7.1

7.7

0

5

10

15

20

25

30

35

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

系統購入電力量 自家消費電力量 融通電力量

（MWｈ）

■融通電力量 ■EF自家消費電力量 ■系統電力量

6



7

■T－グリッドシステムの導⼊効果（マンション専有部実績）：静岡ガス㈱より

2017年11⽉17⽇（⾦）におけるEAST棟の導⼊効果と電⼒需要

従来型システム※に対する導⼊効果

電⼒⾃給率 66 %
1次エネルギー削減率 27 %

CO2削減率 36 %

（※）従来型システム
電⼒：系統電⼒から購⼊
給湯：ガス給湯器で賄う

⼊居率：約 95 %
(kWh)

基準電⼒
Pre=10kW
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■融通電力量 ■EF自家消費電力量 ■系統電力量

Ⅱ.アクティブ技術： エネファームによる電⼒融通システム



■専有部HEMS画⾯（タブレット・スマホ）：トップ画⾯
・全住⼾にタブレットを配布
・エネルギーデータ、共⽤予約、遠隔お湯はり、マンション情報（議事録、メッセージ等）

Ⅲ.エコ意識の醸成：HEMSによる⾒える化と情報の提供

わかりやすく光熱費表⽰
・単価はクラウドから常時更新。
・単価変動に追随し正確な情報を提供。

融通した電気

ガスも表⽰

8



■専有部HEMS画⾯（タブレット・スマホ）：T-グリッド画⾯
・エネルギーデータ、共⽤予約、遠隔お湯はり、マンション情報（議事録、メッセージ等）

Ⅲ.エコ意識の醸成：HEMSによる⾒える化と情報の提供

×××号室

9
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■充放電システム 「太陽光発電と蓄電池」

Ⅳ.防災・災害の対応、コミュニティの形成

EAST棟 太陽光 蓄電池システム

通常時：共⽤負荷
停電時：特定負荷

WEST棟 太陽光

■コミュニティの形成
・防災マニュアルの整備
・防災セミナー、懇親会の開催。
・防災設備ツアーの開催。
・防災訓練の開催。
・こども防災セミナー

＆もちつき⼤会の開催。

集会室(⾮常時地域開放エリア）



11

●終わりに

■普及・波及について
・本プロジェクトで導⼊した電⼒融通システムは静岡ガス㈱の申請により
「コージェネ⼤賞2017」優秀賞を受賞。

・静岡県からは「環境配慮建築物奨励賞」を受賞。
・多くの企業、⾏政の⾒学では、プロジェクトの詳細を紹介させて頂いた。
・地⽅からの新たなチャレンジを引き続き発信していきます。

■終わりに
・様々なハードルを乗り越え、本年3⽉末に2棟の完成に⾄った。
・⼩規模であるが今後のエネルギーの⾃⽴、分散化に向けて

⼀定の役割を果たせたものと考える。
・今後もハードとソフトの両⾯から環境・災害に配慮したプロジェクトを

実現させ、少しでも広く社会への貢献を考えていく所存です。



（仮称）新ＭＩＤ大阪京橋ビル
（現 ケイ・オプティコムビル）

提案者

提案協力者

国土交通省 平成26年度第2回
住宅・建築物省ＣＯ２先導事業 採択プロジェクト

2018年9月21日
第22回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

ＭＩＤ都市開発 株式会社

（現 関電不動産開発 株式会社）

株式会社 竹中工務店



11/11

本プロジェクトを、大阪ビジネスパーク全体のリノベーションに
先立つ先導的事業と位置付ける

計画地 大阪市中央区城見二丁目
建物用途 事務所、一部物販店舗・飲食店舗
延床面積 49,612㎡
階数 地上22階・塔屋2階

計画概要・計画地について

A

■大阪ビジネスパークの全体像

提案事業の
計画地

築25年以上

築20-24年

築15-19年

築14年未満

（建設中）
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D

B

A

■ 構造フレームを利用したファサードエンジニアリング

■ 複数ボイドを組み合わせた自然換気と自然採光

■ 顕熱・潜熱分離処理する放射併用パーソナル空調

システム（中温熱源＋冷媒自然循環システム）

■ 明るさ感を高める照明システムとセンシング技術

■ 屋外利用を促進する行動喚起システム

■ ＢＣＰをサポートする電源・給排水計画、

セキュリティ計画

■ 火災時の安全性を高める換気兼用加圧防排煙システム

テナントオフィスビルの機能性と省エネ性を両立する

建築・設備計画

快適性・知的生産性と省エネ性を高める

設備計画

テナントのＢＣＰ対応のサポート

C

■ BEMSによる見える化

■ 省資源化（節水・雨水利用）・省人化工法

ライフサイクルを適正化する

省エネ・省資源・省人化工法計画

計画コンセプト

貸事務室

貸事務室

貸事務室

貸事務室

貸事務室

貸事務室

貸事務室

貸事務室

貸事務室

貸事務室

貸事務室

貸事務室

貸事務室

貸事務室

貸事務室

貸事務室

貸事務室

機械室 電気室

駐車場 駐車場

エントランス・吹抜

排水一時貯留槽
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明るい

暗い

■自然採光の活用

・外周部はグラデーションブライドを採用し、
日射遮蔽を行いつつ、自然採光の効果を向上

・低層用ボイド頂部に太陽光集光装置を設置し、
ボイド周辺の光環境を向上

自然採光シミュレーション

グラデーションブラインド太陽光集光装置

■ファサードエンジニアリング

・アウトフレームによる水平・垂直庇による日射遮蔽
・方位別の日射入射角度に合わせた計画

（南北面は6.4m、東西面は3.2m間隔）
・Low-εガラスとブラインドによる高い日射遮蔽効果

熱貫流率Ｕ 1.5W/㎡・Ｋ
遮蔽係数ＳＣ 0.20
※ブラインド全閉時

立面図

南面・北面 東面・西面

機能性と省エネ性を両立する建築・設備計画
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■分散型ボイドを活用した風力・重力換気

・外周の自然換気口とボイドを利用した自然換気
・外周部の定風量換気装置を自動開閉により外気を導入
・ボイドは低層・中層・高層用に使い分け、風力・重力換気の効果を向上

15,000 0 15,000

22F

21F

20F

19F

18F

17F

16F

15F

14F

13F

12F

11F

10F

9F

8F

7F

6F

流入風量[㎥/h] 流出風量[㎥/h]

ボイドA ボイドB ボイドC ボイドD

SW NW NE SE

熱・換気回路網計算

定風量換気装置

自然換気の平面イメージ

高層ボイド

中層ボイド

低層ボイド

18FL

21FL

6FL

低層用ELV

自然換気のＣＦＤ解析（断面）

貸事務室

中層ボイド 高層ボイド低層ボイド

気流の可視化（予備実測）
自然換気口

機能性と省エネ性を両立する建築・設備計画
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人体熱モデルを利用したCFD解析 サーマルマネキン実験

■放射併用パーソナル空調 （地方発明賞奨励賞）

・中温利用冷媒自然循環システム（VCS）を利用した放射併用パーソナル空調
・空気式天井放射空調とパーソナル気流ユニットにより、個人の好みに合わせて環境を選択・調整が可能
・新型パーソナル気流ユニットを開発・導入
・放射併用パーソナル空調による顕熱処理と外気処理空調機による潜熱処理とした顕熱・潜熱分離空調

30.7 32.0
35.5 37.6

28.1 27.8
26.8

26.3

18

20

22

24

26

28

30

20

25

30

35

40

45

50

A R

R
_P
Ⅰ

3
0

R
_P
Ⅱ

4
0

等
価

温
度

[℃
]

顕
熱

損
失
量

[W
/
㎡

]

顕熱損失量 等価温度

VAV (EA)

VAV (OA)

貸事務室

空気式
天井放射空調

システム概念図

パーソナル気流ユニット

サーマルマネキン顕熱損失量と等価温度

VCS室内ユニット

快適性・知的生産性と省エネ性を高める設備計画
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■中温熱源＋冷媒自然循環システム

・中温熱源により熱製造効率を高める
・冷温水可変送水温度制御，冷水カスケード利用
・中温利用冷媒自然循環システムを開発・導入

熱源・空調システム概念図

冷温風

ガ
ス
流

凝縮器

液
流

室内
ユニット

←

冷水
→

ファン

流量調整弁

（電子膨張弁）蒸発器

液
流

ガ
ス
流

←

温水
→

電磁弁

空調ファン動力の比較

各階空調機
（VAV） ビル用マルチ

冷媒自然循環
（放射併用）

10W/㎡

4Ｗ/㎡ 2Ｗ/㎡以下

100％

40％

20％以下

２
次
側
フ
ァ
ン
動
力

※負荷率70％

冷媒自然循環システム概念図 試作機の実験

室温

0℃ 10℃ 20℃ 30℃

中温冷水

9～20℃ 24～28℃

7℃以下

従来の
供給冷水温度

冷房

快適性・知的生産性と省エネ性を高める設備計画
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■明るさ感を高める照明システムとセンシング技術

・照明ユニットを天井面から出すことで、明るさ感を向上
・個々のユニットは簡単に脱着可能で、テナント要望に応じてフレキシブルに対応が可能
・人検知センサ・照度センサにより、照明制御、不在検知による消し忘れ防止

（パーソナル気流ユニットを含む）

人検知ON人検知OFF人検知OFF人検知OFF

昼光制御
（明るさセンサ）

グリッド
照明

不在時制御
(消し忘れ＋エリア制御)

空調
室内機

パンチングパネル
（吹出口併用）

パーソナル
気流ユニット

3.2m 3.2m

3.2m

3.2m 人検知センサ

照明器具
（3×3 SQUARE）

明るさセンサ

ベースライト

パーソナル
気流ユニット

明るさセンサ
or

人検知センサ
システム天井用照明器具

（3×3 SQUARE照明）

照明制御システム概念図 照明・センサ配置図

快適性・知的生産性と省エネ性を高める設備計画
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■屋外利用を促す「行動喚起システム」

・屋外環境をリアルタイムで測定して快適度合をソトワーク指数として情報表示し、屋外利用を促進
・情報表示は大型ディスプレイ，エレベータかご内，PC・スマートフォンに表示

ソトワーク表示画面例

屋外ピロティのコミュニティスペース

分散型コミュニティの行動喚起システム

屋上テラスのコミュニティスペース

ソトワーク指数の表示イメージ

屋外コミュニティスペースのイメージ

快適性・知的生産性と省エネ性を高める設備計画
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■見える化による省エネ・省資源化

・エネルギー使用状況を把握し、テナント用PCと
サイネージを通じて省エネルギーを啓発

・セントラル熱源，セントラル外調機を各テナン
ト毎に按分して見える化

テナント用ＰＣ表示画面例

サイネージ表示画面例

■省人化工法

・省人化工法により施工時の品質・省資源化を高める
ワンタッチコネクターケーブルユニット
全ユニットイレ，樹脂管スプリンクラー
縦配管ライザーユニット，ソックダクト

ソックダクト（電気室）

ワンタッチコネクターケーブルユニット

ライザー配管ユニット

ライフサイクルを適正化する省エネ・省資源・省人化工法計画
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■電源の多重化

・異変電所２回線受電により、商用電源の信頼性向上
・ビル用発電機により、重要負荷に72時間供給可能
・テナント用発電機，UPS（無停電電源装置）の設置

■災害時の給排水機能の確保

・上水は４日分を受水槽にて確保
・雑用水・排水貯留は２週間分を確保（水蓄熱槽を利用）
・排水貯留は２週間分を確保
・停電時もトイレ給水機能を確保

停電時に維持する機能 標準オフィスビル 本計画

共用 電気 照明 △ 最低減の保安照明 ○ 照明20%点灯

衛生 ポンプ ○ 給水ポンプ起動 ○ 給水ポンプ起動、
大便器FV稼働

昇降機 非常用 ○ 100%対応可 ○ 100%対応可

常用 × 使用不可 ○ 低層用1台

執務
室

電気 照明 × 点灯不可 ○ 20%点灯

ＯＡ機器 × 使用不可 ○ 15VA/㎡

空調 換気 × 停止 ○ 自然換気

緑：商用電源系統
赤：発電機系統
紫：UPS電源系統

災害時の電源・給排水機能の概念図

15VA/㎡
（常時の1/4の容量）
を執務室に供給

P

▽

▽

▽

保安負荷 防災負荷

雑用水槽 消火水槽 水蓄熱槽

受水槽

オイルタンク オイルタンク
（テナント用）

1階

2階

5階

電源車

テナント用
発電機

ビル本体
発電機

受変電
設備

保安電源

常用EV

非常用EV
高圧受変電
（高層階用）

排煙ファン

太陽光発電

PP

オイル配管

照明 OA機器

B変電所

A変電所

テナントのＢＣＰ対応のサポート
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BEI 0.48

エネルギー消費性能計算プログラム
V2.4 「その他」を除く

基準値

設計値

■省CO2効果予測多重化

基準建物 5,180 ton-CO2/年
提案事業 3,066 ton-CO2/年
削減量 2,114 ton-CO2/年
削減率 ４１％

空調, 

30%

換気, 

8%

照明, 

32%

コンセ

ント, 

20%

その他, 

10%

基準建物

5,180

ton-CO2/年

（100％）

空調, 

13%
換気, 

4%

照明, 

14%

コンセ

ント, 

20%
その他, 

9%

提案建物

3,066

ton-CO2/年

（59％）

41％削減

ＣＯ２排出量の比較

■環境認証・省エネルギー性能

BELS（第三者認証）
☆☆☆☆☆

ZEB Ready

環境性能の予測効果

大阪市建築物環境評価
CASBEE 大阪みらい

Sクラス BEE 4.6



新本館計画



新本館計画

計画地 愛知県東海市
建物⽤途 事務所
敷地⾯積 5,321㎡
建築⾯積 2,016㎡
延床⾯積 9,619㎡
構造規模 S造、免震構造、８Ｆ

建物概要 1

愛知県東海市の愛知製鋼敷地内にある
既設本館（築55年）を新本館として建て替える計画

建替

既設本館 新本館

■ 建物概要 Ⅰ期⼯事
（事務所棟）

Ⅱ期⼯事
（ホール棟）

①快適性と知的⽣産性を向上させる
オフィス空間の創造

②先導的な省エネルギー・省CO2技術
の導⼊による環境貢献

③災害時に本社機能を確保しながら、
地域社会に貢献するBCP対策

全体コンセプト

2016年12⽉26⽇ 1期竣⼯ ⇒１年稼働
2018年 2⽉28⽇ 2期竣⼯



新本館計画省エネ・知的生産性システムの全体概要 2

キーワード
⾼ 効 率 技 術負 荷 抑 制 ⾃然エネルギー

ｴｺﾎﾞｲﾄﾞ排熱利⽤ﾃﾞｼｶﾝﾄ空調機

潜熱顕熱分離空調
外気取⼊CO2濃度制御

眺望と省ｴﾈを両⽴した⻄⾯ﾙｰﾊﾞｰ

節⽔型衛⽣器具

井⽔利⽤

クールチューブ＆クールピット

全⾯放射空調（天井・床・窓）

全熱交換器
⾼効率ヒートポンプ

外⽪負荷低減
Ｌoｗ-εガラス

外庇

空調負荷低減

外気冷房（ﾃﾞｼｶﾝﾄ+増強ﾌｧﾝ)

クールビズウォームビズ

照明負荷低減
⾼効率ＬＥＤ器具の採⽤
照明⼈感センサー制御

昼光センサー制御

⾃然採光（ﾙｰﾊﾞｰ⼀体型ﾗｲﾄｼｪﾙﾌ）

⽔利⽤の低減

電⼒負荷・全体負荷低減

⾃然採光（ｼｪﾙﾌ併⽤ﾊｲｻｲﾄﾞﾗｲﾄ）

超⾼効率アモルファストランス

冷暖フリーエアコン

調⾊・調光照明制御

屋外テラス利⽤促進設備

太陽光発電

BCP対策

⾮常⽤発電機＋ｵｲﾙﾀﾝｸ
井⽔利⽤(緊急時雑⽤⽔利⽤）

ｸｰﾙﾁｭｰﾌﾞ＆ｸｰﾙﾋﾟｯﾄ（避難場所へ供給）
トップライト利⽤ ⾃然採光

災害時1･2Fを避難場所として活⽤

知的生産性・快適性の向上と省エネ（ｴﾈﾙｷﾞｰﾊｰﾌ＝ZEB-ready）を目指す



新本館計画 3省エネと知的生産性を高める光環境計画

調光率

昼休み（消灯） 終業（残業抑制）

照度

始業(⽬覚め）

照度の変化

⾊温度

照度の変化

⾊温度の変化
3000

3500

4000

4500

5000

5500

(K)

100

80

60

40

20

0

600lx

480lx

350lx

240lx

120lx

(%)
照度500lx 照度400lx 

『強』モード（中間期週明⽇）

『暖』モード（冬期）

『常』モード（中間期）

『涼』モード（夏期）

寒暖の感覚を季節毎に活⽤

<⾊温度の季節変化><照度・⾊温度の変化と時間毎の制御>

昼：5000Ｋ・⾼照度 ⼣：3000Ｋ・低照度

変化

ヒト本来の⽣体リズムに合わせ、照度と⾊温度を変化させ、⽣活リズムを整えつつ、照度を絞り省エネを図る

■調色・調光照明制御



新本館計画省エネと知的生産性を高める光環境計画

■ 眺望と省エネを両立した西面グラデーションルーバー

4

グラデーションルーバー内観・外観

⼯ 場

⼯ 場

新本館

視線

視線確保

⽇射遮蔽

平⾯詳細図⻄⾯断⾯図

グラデーション
ルーバー

⻄⾯に広がる⼯場への視線を確保しつつ、⽇射遮蔽を両⽴
させる縦型ルーバー（開⼝率を⾼さ毎に設定）を開発



新本館計画 5

■ ルーバー一体型ライトシェルフ

省エネと知的生産性を高める光環境計画

建屋南⾯にルーバー⼀体型ライトシェルフを設け、
光を積極的に室内に取り⼊れる。
加えて、下部から上下するクライマー式⾃動制御ブライ
ンドによる⾃動制御を⾏っている。

ルーバー⼀体型
ライトシェルフ

南⾯断⾯図
（春秋分想定）

ライトシェルフ内観・外観

クライマー式
⾃動制御ブラインド



新本館計画 6

北

横からの直達光は採光フィルムで
光りの向きを変え、上部へ反射

上部からの不快な直達光を遮断

■ ライトシェルフ併用ハイサイドライト

ライトシェルフ併⽤ハイサイドライト
（エコボイド上部）

省エネと知的生産性を高める光環境計画

ライトシェルフ

間接光

採光フィルム

ライトシェルフで反射させ
天井⾯を照らす

南

反射率の⾼い
拡散材で柔かい
光を下へ届ける

採光フィルム

（⼊射光）（出射光）

ライトシェルフ併⽤
ハイサイドライト

採光効果（12⽉12⽇12時）



新本館計画省エネと知的生産性を高める空調・換気計画

■ 天井・床・窓を活用した全面放射空調方式

7

頭寒⾜熱・全⾯放射
で快適な空間を実現

天井放射パネルのチャンバー
にはダンボールダクトを採⽤

ぺリメータ
処理エアコン

床しみだし吹出

天井放射パネル

セントラル熱源
（屋上設備ヤード）

インテリア
処理エアコン

OA

EA

デシカント式外気処理空調機

エアフローウィンドウ
窓⾯から
の放射

空調配置案全⾯放射空調システム

床冷暖房天井放射パネル エアフローウィンドウ

N

オフィスエリア

天井・床・窓⾯を放射⾯に活⽤した全⾯放射空調を⾏い、
快適性を⾼めると共にドラフト感がなく、集中できる
オフィス空間とすることで知的⽣産性を向上させる。

潜熱・顕熱分離空調を⾏い、運転効率の⾼い⾼顕熱型
エアコンを使⽤することで省エネ性を⾼めている。



新本館計画

■ エコボイド排熱利用全熱交換器付デシカント空調機＋外気冷房強化ファン

8省エネと知的生産性を高める空調・換気計画

エコボイドの上部に溜まる排熱を夏期はデシカントローターの
再⽣熱源として、冬期は全熱交で利⽤することで年間を通じて
省エネを図る建物⼀体型の新空調システムを構築
加えて、外冷強化ファンを併⽤することでさらなる省エネを図
ると共に新鮮外気導⼊による知的⽣産性の向上を狙った。

デ
シ
カ
ン
ト
ロ
ー
タ
ー

全
熱
交
換
器Ｃ

Ｏ

排熱空気

RA

SOA OA

EA

エコボイド排熱利⽤全熱交換器付デシカント空調機（夏期）
エコボイド
上部に溜まる排熱を利⽤

8F+オフィス基準階へ

除湿 熱交換冷却

熱交換再生

WC排気

外気冷房強化ファンOA

デシカント空調機エコボイド

新鮮外気 Stop Low Miｄ Hi

0 3 6 9CMH/㎡

外気導⼊イメージ



新本館計画 9

■ 自然エネルギー利用の省ＣＯ２技術でインフラ設備の自立化をはかるＢＣＰ対策

自然エネルギーを利用したＢＣＰ対策

・災害時には１・2階ホール、2階ホワイエを⼀時避難場所として使⽤可能
・太陽光発電、クールチューブ＆クールピット、⾃然換気・⾃然採光、井⽔利⽤等

の常設の省エネ技術を活⽤して、⼀時避難者への⽀援を⾏う。

免震構造

優先WC

サーバー室

守衛室

⼤会議室
メイン災害
対策本部

防災時対応
会議室

優先WC 受⽔槽

雑⽤⽔槽

地下オイルタンク

既設井⼾の雑⽤⽔利⽤ｸｰﾙﾁｭｰﾌﾞ＆ｸｰﾙﾋﾟｯﾄ
（避難場所へ供給）

避難スペース

避難スペース備蓄
倉庫

⾃然採光

太陽光発電パネル

避難スペース

災害対策スペース

⾮常⽤発電機

避難スペース ・・・災害時に使⽤可能

災害時井戸利用

クールチューブ
取入口

改修

太陽光パネル

屋外テラストップライト 既設井戸



新本館計画

空調
486

照明
214

コンセント
149

その他
48

897ＭＪ/㎡・年

（49.5％）

空調
689

照明
690

コンセント
393

その他
41

1,812ＭＪ/㎡・年

（100％）

省エネ評価 10

・⼀次エネルギー消費量
基準建物 ：１,８１２ＭＪ/㎡・年
提案建物 ： ８９７ＭＪ/㎡・年

・省ＣＯ２効果
基準建物 ：１,００５ton-CO2/年
提案建物 ： ４９８ton-CO2/年

■ 省ＣＯ2効果

基準建物は改修前の既設本館を想定した建物とし
エネルギー消費量を予測

⼀次エネルギー消費量の⽐較

ZEB-ready
達成

1年目実績（建替後）基準建物（建替前）

50.5％
削減

運⽤1年⽬実績値においてZEB－readyを達成



新本館計画

1

3

5

7

9

11

13

15

建替前

建替後

知的生産性アンケート結果 11
■知的⽣産性の向上度（主観評価）

←知的⽣産性低下 知的⽣産性向上→

1% 3%    5%   10%   20%  30%   50%50%   30%   20%  10%  5%    3%     1%  ±0％低下 向上

（⼈） 知的⽣産性向上

建替前は3〜20％低下が多かったが、建替後は3〜20％向上と知的⽣産性評価が⼤きく向上

0

1

2

3

4

5
光環境

温熱環境

音環境

空気環境空間環境

IT環境

総合評価

■各環境 満⾜度の5段階評価
（1.不満 / 2.やや不満 / 3.どちらともいえない / 4.やや満⾜ / 5.満⾜）

・全体的にまんべんなく各環境の評価が向上
不満側から満⾜側に⼤きく改善

移転前（平均）全体

移転後（平均）全体

建替前（全体平均）
建替後（全体平均）

建替前
建替後



NICCA INNOVATION CENTER 

日華化学株式会社 

小堀哲夫建築設計事務所 

オーヴ・アラップ・アンド・パートナーズ・ジャパン・リミテッド 

スタジオテラ 

読売広告社 

安東陽子デザイン 

国土交通省 平成27年度第2回 
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト 

2018年9月21日 
第22回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム 

完了プロジェクト紹介 
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（仮称）コイズミ緑橋ビル
建築プロジェクト

提案者：

提案協力者：

国土交通省 平成27年度第2回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2018年9月21日
第22回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

小泉産業株式会社

株式会社竹中工務店



コ イ ズ ミ 緑 橋 ビ ルプロジェクト概要と成果

1

建築名称 ：コイズミ緑橋ビル
（コイズミ照明R&Dセンター）

建築主 ：⼩泉産業(株)
建築⽤途 ：事務所
計画地 ：⼤阪市東成区東中本2丁⽬239番3
設計施⼯ ：(株)⽵中⼯務店
規模・構造：S造 F6・P1
建築⾯積 ：1,128 m2
延床⾯積 ：5,225 m2
最⾼⾼さ ：35.6 m

阪神⾼速１３号東⼤阪線

計画建物

地下鉄緑橋駅

既存研究施設の⽼朽化に伴い、新たな研究施設を移転する計画

プロジェクト概要
・CASBEE Sランク（BEE：3.0 ＠CASBEE⼤阪）達成
・年間⼀次エネルギー消費量及びCO2排出量46%削減
・執務者の知的⽣産性評価が⼤きく向上

成 果

【雑誌掲載】
週間ダイヤモンド
建築と社会
建築設備⼠
建築設備と配管⼯事

【新聞掲載】
⽇本経済新聞
⽇刊建設⼯業新聞
⽇刊⼯業新聞
⽇刊建設通信新聞
⽇刊建設産業新聞 他

【受賞暦】
照明普及賞 おおさか優良緑化賞_⼤阪府知事賞
おおさか優良緑化賞_⽣物多様性賞、みどりのまちづくり賞_奨励賞
おおさか環境にやさしい建築賞_事務所部⾨賞
⽇本建築協会 建築と社会賞＿作品部⾨
⽇経ニューオフィス賞_近畿ニューオフィス推進賞



コ イ ズ ミ 緑 橋 ビ ル

① DALIによるLED照明サーカディアン照明制御

② DALIセンサー連携空調換気制御システム

⑤ 中央吹抜けとトップライトを利⽤した
⾃然採光・⾃然換気

③ DALIセンサー連携簡易ブラインド制御

⑥ コミュニケーションを誘発する吹抜け階段

⑦ 庇＋緑化バルコニー＋LowEガラス窓

⑨ ダブルスキンによる遮⾳性・断熱性向上

⑧ 超軽量天井

⑩ 太陽光発電、⾮常⽤発電機

⑪ ダンボールダクト

④ パーソナル吹出⼝による
タスクアンビエント空調

取り組んだ要素技術

2

安全・安⼼を向上する技術

省エネルギー性を向上する技術

知的⽣産性を向上する技術

①②

④

⑤⑥

③

⑦

⑨

⑧

⑩

⑪



コ イ ズ ミ 緑 橋 ビ ル① DALIによるLED照明サーカディアン照明制御

3

09:00 12:00 13:00 15:00 16:30 17:30 19:0020:00

■運⽤開始時

3500K
500lx

4000K
500lx

3000K
100lx

5000K
500lx

4000K
500lx

3500K
500lx

3000K
500lx

3000K
300lx

3500K
500lx

4000K
500lx

5000K
500lx

4000K
500lx

3000K
300lx

・4F南側_業務

3500K
500lx

4000K
500lx

5000K
500lx

4000K
500lx

3500K
500lx

3000K
300lx

・4F北側_営業

3500K
500lx

4000K
500lx

3000K
100lx

5000K
500lx

・5F_設計

4000K
500lx

3500K
500lx

3000K
300lx

■調整後

運⽤後の各部署からの要望を反映し、チューニングを実施

4F南

4F北・5F

6F

運⽤開始時

調整後

執務空間に合わせたDALI対応照明器具を新規開発 DALIによるサーカディアン照明制御を採⽤

フェードタイムを0秒⇒最⼤60秒に変更
（⾊温度が切替わるまでの時間）



コ イ ズ ミ 緑 橋 ビ ル② DALIセンサー連携空調換気制御システム

4

DALIで⽤いているマルチセンサ（⼈感＋照度センサ）を利⽤した
DALIセンサー連携空調換気制御システムを4〜6階執務室に導⼊

①通常時
照明：500lx
空調：冷房時26℃/暖房時22℃
換気：運転

②制御ゾーン内のセンサーが全て不在を検知
照明：100lx（減光）
空調：冷房時28℃/暖房時20℃（2℃緩和）
換気：停⽌

③制御ゾーン内のセンサーの何れかが在室検知
①の状態に戻す

制御内容



コ イ ズ ミ 緑 橋 ビ ル③ DALIセンサー連携簡易ブラインド制御

5

屋外照度センサーにより晴天時、南⾯電動ブラインド⾓度を⽔平に制御

照度センサによるブラインド制御
⽬標屋外照度と照度センサ測定値（2センサの最⼤値）を30分毎に⽐較し、ブラインド
スラット⾓を制御
●⽬標屋外照度＜測定値 ⇒ 約12°開 ●⽬標屋外照度≧測定値 ⇒ 約12°閉

屋外照度センサー
※軒下に2か所設置

ブラインド閉時 ブラインド開時



コ イ ズ ミ 緑 橋 ビ ル

スリット
吹出⼝

パーソナル
吹出⼝

遮蔽板

⾵向板

④ パーソナル吹出⼝によるタスクアンビエント空調

営業部エリアに採⽤したパーソナル吹出⼝により、ワイヤレスリモコンに
よるオンオフ及び⾵量切替（強・中・弱）が可能

ワイヤレスリモコン

6



コ イ ズ ミ 緑 橋 ビ ル

⾃然換気有効時にトップライト部のモーターダンパを開放し、
室内表⽰灯を点灯させることで、在館者に窓の開放を促す

⑤ 中央吹抜けとトップライトを利⽤した⾃然採光・⾃然換気

表⽰灯

トップライト
※側⾯にガラリ設置

サッシ開放時（3F）

7



コ イ ズ ミ 緑 橋 ビ ル⑥〜⑪ その他

⾮常⽤発電機 太陽光パネル

⑧超軽量天井
重量1kg/㎡以下の
特殊グラスウール＋ガラスペーパー

重要ミニマム負荷の⾃⽴化

⑪ダンボールダクト⑩太陽光発電、⾮常⽤発電機

⑥コミュニケーションを
誘発する吹抜け階段

⑦庇＋緑化バルコニー
＋LowEガラス窓

⑨ダブルスキンによる遮⾳性・断熱性向上

8



コ イ ズ ミ 緑 橋 ビ ル

屋上LED看板
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2,000

⼀般オフィスビル

※ECCJより
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エネルギー消費実績

9

992

⼀次エネルギー消費量 CO2排出量

⼀般オフィスビルと⽐べて46%削減
（屋上LED看板除く）

1,817

1,036

43％ 36％

46％
1,161

169
屋上LED看板
※推定値

103

59

43％ 36％

46％
67

10

屋上LED看板
※推定値

57

※9.76MJ/kWhにより換算 ※0.55kg-CO2/kWhにより換算

建物運⽤開始後⼀年間（2017.4~2018.3）のエネルギー消費実績値を計測



コ イ ズ ミ 緑 橋 ビ ル知的⽣産性に関するアンケート結果の抜粋①

10

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

人
数

（
人
）

本町本社ビル 東大阪DEC 東大阪宝ビル 全体

低下 50%          30%          20%           10% 5%             3%            1%                   ±0%                   1%             3%            5%           10%          20%           30%          50%        向上

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

人
数
（

人
）

低下 50%          30%          20%           10% 5%             3%            1%                   ±0%                   1%             3%            5%           10%          20%           30%          50%        向上

Q 本建物の総合的な環境により、知的⽣産性の低下・向上した程度をお答えください
低下（1.  50%より低下 / 2.  30%~50%程度低下 / 3.  20~30%程度低下 / 4.  10~20%程度低下 / 5.  5~10%程度低下 /

6.  30~5%程度低下 / 7.  1~3%程度低下 / 8.  1%未満低下） －（9.  0%:ほとんど変わらない）

向上（10.  1%未満向上 / 11.  1~3%程度向上 / 12.  3~5%程度向上 / 13.  5~10%程度向上 / 14.  10~20%程度向上 /
15.  20~30%程度向上 / 16.  30~50%程度向上 / 17.  50%より向上）

引越前

引越後

引越前は3〜20％程度低下が多かったが、引越後は3〜20％程度向上と知的⽣産性は⼤きく向上

知的⽣産性向上

n=128⼈

n=153⼈



コ イ ズ ミ 緑 橋 ビ ル知的⽣産性に関するアンケート結果の抜粋②

11

Q 各環境の満⾜度の5段階評価の平均
（1.不満 / 2.やや不満 / 3.どちらでもない / 4.やや満⾜ / 5.満⾜）
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5
総合評価

光環境

温熱環境

空気環境音環境

空間環境

IT環境
0
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4

5
総合評価

光環境

温熱環境

空気環境音環境

空間環境

IT環境

0

1

2

3

4

5
総合評価

光環境

温熱環境

空気環境音環境

空間環境

IT環境

0

1

2

3

4

5
総合評価

光環境

温熱環境

空気環境音環境

空間環境

IT環境全体結果

本町本社ビル

東⼤阪DEC

東⼤阪宝ビル

・全体的に各環境の評価が向上
・特に空気環境について著しく評価が向上

引越前（ 平均）

n=128⼈

引越後（ 平均）

n=153⼈

引越前（ 平均）

n=35⼈
引越後（ 平均）

n=37⼈

引越前（ 平均）

n=52⼈
引越後（ 平均）

n=71⼈

引越前（ 平均）

n=36⼈
引越後（ 平均）

n=40⼈



健康・省エネ住宅を推進する 

先導プロジェクト 

健康・省エネ住宅を推進する地域協議会連合 

事務局 （一社）木と住まい研究協会 
 

国土交通省 平成27年度第2回 
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト 

2018年9月21日 
第22回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム 

完了プロジェクト紹介 



健   康 
(医療費・介護費削減・子育支援)

と 住宅の省ＣＯ2化 の 

両立 を 目的 に 

 提案プロジェクト全体の概要  1 

超高断熱住宅の 

全国的な普及を目指します 

ＨＥＡＴ20 
Ｇ2グレード 

平成25年基準に 
満たない住宅 

新築 

前 

新築 

後 

全国で 

３００棟 



2  本提案の背景 

ｽﾏｰﾄｳｪﾙﾈｽ住宅等推進モデル事業の 

”超高断熱”新築版 

 現在、実施中のスマートウェルネス住宅等推進モデル事業
（特定部門）は断熱リフォーム等に限定したものであり、その
工事内容は改修タイプＢ程度の簡易な工事が多い。  

 本事業では、HEAT20提案のＧ２グレードを超高断熱と定義
し、リフォームでは困難な超高断熱な住宅を新築し入居した
場合の、入居前後の冬季の健康調査を行い、高断熱化のＮ
ＥＢについてさらに有意なエビデンス取得を目指しています。  

＜本提案の背景＞ 
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先導的提案 (例1) 寒冷地等 先導的提案 (例2) 温暖地等 

深刻化の一途を辿る地球温暖化とエネルギー対
策のために2009年に発足した 

「2020年を見据えた住宅の高断熱化技術開発委員会」
という民間団体です。 
（委員長：独立行政法人建築研究所・理事長  坂本雄三）     

 これまでの住宅市場における高断熱住宅は 

ＨＥＡＴ２０が提唱するＧ１程度の断熱性能が一般的で
あったが、昨今開口部（サッシ）や断熱材の高性能化
と低価格化が急激に進展していることから、住宅市場
はＧ２グレードの断熱性を有する超高断熱住宅 の普
及の黎明期と言える。  
 Ｇ２グレードの住宅であれば、省エネ基準上の各地
の代表暖房方式（居室連続又は部分間欠）における
暖房負荷と同じ程度で全館暖房が可能となり、全館で
暖かく温度差の小さい住環境が可能となります。  
 また省エネ基準上の各地の代表暖房方式で比較す
ると30～４５％の省エネ性向上となり、ＺＥＨの達成も
容易になる外皮性能となります。  

 提案プロジェクト全体の概要  省エネ措置の内容 

[外皮平均熱貫流率（UA値）単位：W/㎡・K] 

超高断熱とは 

 ＨＥＡＴ20 

Ｇ2グレード 

（ニアリーZEH以上） （ニアリーZEH以上） 

地域区分 1 2 3 4 5 6 7

H25年基準 0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87

ZEH強化外皮基準

（経済産業省）
0.4 0.4 0.5 0.6 0.6 0.6 0.6

HEAT20Ｇ１グレード 0.34 0.34 0.38 0.46 0.48 0.56 0.56

本提案
HEAT20Ｇ２グレード

0.28 0.28 0.28 0.34 0.34 0.46 0.46
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Ｂ．全館連続暖房方式における暖房負荷削減率 

  Ｇ２では概ねＨ２５基準レベルと同等のエネルギーで全館暖房が可能 

Ａ.冬期間の最低の体感温度（作用温度） 

  温暖地においてはＧ２で非暖房室でも概ね１３℃を下回らない 

HEAT20で想定する地域毎の暖房方式 

1、2地域

(参考)
平成25年基準
レベルの住宅

概ね10℃を下回らない

概ね13℃を下回らない

概ね15℃を下回らない

外皮性能グレード

Ｇ1

Ｇ2

3地域

概ね8℃を下回らない

4～7地域

概ね10℃を下回らない

概ね13℃を下回らない

1、2地域

約10％削減 約30％削減 約50％削減

約20％削減

外皮性能グレード 3地域 4～7地域

Ｇ1

Ｇ2
Ｈ25基準レベルと概ね同等の
エネルギーで全館暖房が可能

約10％削減

約10％削減

1、2地域

ＬＤＫ
【平日､14時間】
【休日､13時間】

主寝室 【全日､9時間】 【全日､3時間】

子供室
【平日､3時間】
【休日､7・10時間】

【平日､3時間】
【休日､7・10時間】

トイレ、廊下、
浴室、洗面所

和室

在室時暖房
（深夜･日中は除く）

連続暖房【24時間】

外皮性能グレード 3地域 4～7地域

【
暖
房
時
間

】

暖
房
方
式

連続暖房
【平日24時間、休日19時間】

在室時
暖房

（深夜･日
中は除く）

暖房無し 暖房無し 暖房無し

 提案プロジェクト全体の概要 



5  当事業の先導的提案内容 

提案項目 提案概要 

新築前後の健康調査 
スマートウェルネス住宅等推進モデル事業同等の健康調査を
新築前後に実施 

断熱性能(高性能断熱材･
サッシ) 

HEAT20が試案として提唱したＧ２グレードの断熱性を有する
木造住宅 

日射遮蔽部材の設置 
（4～7地域） 

オーバーヒート対策として、建物の東西南の３面全開口（居
室）に日射遮蔽部材を適切に設置 

ＨＥＭＳによる温湿度測定 
居間（ＬＤＫ等）、寝室（主寝室等）、脱衣室（洗面所等）の3ヵ所
に温湿度センサー設置 

ＺＥＨまたはニアリーＺＥＨ 
第三者機関のＢＥＬＳ評価書またはＺＥＨ認証（日本ERI,ﾍﾞﾀｰﾘ
ﾋﾞﾝｸﾞ等）を取得する 

一次エネルギー消費性能 
一次エネルギー消費性能に関する目標を明示し、その実現を
目指す。 
削減目標：発電設備を含めず削減率20％以上 

ＣＡＳＢＥＥ評価 
戸建の環境効率 Ｓランク（赤星5つ）実現へ組織全体で取り
組む。 

提案内容の波及･普及、医
療・福祉との連携 

現場見学会等の実施。医療・福祉および建築の有識者での
検討委員会の設置 
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6  提案プロジェクトの実施体制 

 提案団体は、健康・省エネ住宅を推進する地域協議会連合（任意団体）で、所属する事業者は①健康・省エネ住宅を推進する   
国民会議の連携団体である全国４３か所の地域協議会と②その地域協議会に所属する地域の工務店等の約４００社です。      
事務局は、一般社団法人木と住まい研究協会（代表理事：有馬孝禮（東京大学名誉教授） が、担当します。 

＜地域協議会＞ 
44団体 

＜住宅事業者＞ 
約400社 

＜事務局＞ 



 参加事業者 

8 

参加事業者：64社 259棟 

7 



 完成建物の事例（写真） 
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平均U値 
一次エネ 
削減率 

BEEH LC CO2排出量 

0.43W/㎡k 39 .0% 3.3 19% 

平均U値 
一次エネ 
削減率 

BEEH LC CO2排出量 

0.45W/㎡k 26.4% 3.0 27% 

宮崎県Ｈ様邸 愛知県 Ｋ様邸 



 健康調査の測定機器と書類 
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 測定結果報告書 

11 

対象者に、新築前・後の測定結果を郵送 

10 



施主 

工務店 

地域協議会 

木住研協 
（事務局） 

ＫＫＪ 
（国交省） 

ＨＥＭＳ 

連携 

連絡 

報告 
（3年間） 

データ 
ダウンロード 

 今後の取り組み体制 11 

法政大学 
川久保研究室 

サーバー 

慶應大学 
伊香賀研究室 

データアップロード 

連携協力 

報告 

パナソニックＥＳ社 

報告 

連携 

データ分析
での連携 

データ分析
での連携 

スマートＨＥＭＳサービスアプリの利用 

連絡 
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